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当センターで刊行している学術誌
『大衆文化』が第
20号を迎えます。そ
れを記念して、これまで『大衆文化』に論文等をお寄せいただいた方々に、大衆文化と乱歩に関するアンケートをお願いし、御自身の経験などから新旧東西を問わず 様々な本を挙げていただきました。 （敬称略、五十音順）〈凡例〉回答者名（現在の所属等）１
　
おすすめの大衆文化関係の本
２
　
印象に残っている乱歩の作品
３
　
回答者の 『大衆文化』 における 「タイトル」 （掲載号）
 
◇
大塩
　
竜也（脚本家、朗読パンダ座付
き作者）１『浄瑠璃を読もう』橋本治（新潮社、二〇一二年）『窯変源氏物語』以来、私が古典を題材にした新作を書くとき最初に参考にするのが橋本治氏の著作。本書は人形浄瑠璃の台本（丸本） 読む試みで、これを読んで国立劇場に、人形が主役
なのに人形より全力で目立とうとする桐竹勘十郎の至芸を堪能しに行くこをお薦めします。『この落語家を聴け！』広瀬和生（集英社文庫、二〇一〇年）　
初刊は十年以上前のものながら現在
でも最も信頼できる落語批評書と断言できます。フラっと寄席に立ち寄っても面白い噺は聴けない いう当たり前のことを堂々と記す本書は大衆芸能全般へ 批評として 適切であり ようやくこういう落語評論家が現れたことを私は健全であると考えています。『あっ！
  アシカがっ
!!!』足利尊氏と
高師直（集英社ヤングジャンプコミックス、二〇一二年）　
百年後に評価される名作と評された
拙著です。青年誌で青筋立てたギャグをやるとどうなるか、という誰もやらない（ ってもいいことないから 実験の結果が本書 やっぱり いことありませんでした。２『黒蜥蜴』 （江戸川乱歩推理文庫
16、
一九八七年） 、 『人間豹』 （江戸川乱歩
推理文庫
17、一九八八年） 、 『三角館の
恐怖』 （江戸川乱歩推理文庫
25、一九
八九年）　
初めて原稿料というものをもらって
書いた文章が『国文学解釈と鑑賞
 別
冊
　
江戸川乱歩と大衆の二十世紀』 （至
文堂、二〇〇四年八月 における「長編小説梗概」という企画頁でした。一〇〇％師匠のバーターですが、 「大衆」「通俗」といったことを念頭に物書き業をしている現在、宿命や必然性を郷愁の如く読み込みたくなる三作であり、 大切な原点として記しておきます。内容も荒唐無稽さが国宝級に面白いですし。３「囚われない三三――「柳家三三で北村薫。 」評――」 （第８号）
◇
太田
　
登（天理大学名誉教授）
１『日本映画史の創出―時代を映す鏡』冨士田元彦（五柳書院、一九八三年）　
時代や社会を映す鏡が映画であれ
ば、その時代や社会に生きる大衆の歓喜や苦悩をともにする楽しみが映画の魅力であろう。その映画にかかわる作家・作品・俳優などを自立した映画史の観点から再構築した日本映画史論として推奨したい。
『望郷歌謡曲考―高度成長の谷間で』藤井淑禎（ＮＴＴ出版、一九九七年）　
日本の大衆文化の本質は、歌謡曲の
歌詞と旋律に負うところが大きい。本書は昭和三十年代から四十年代にかけての歌謡曲をテキストにした大衆文化論として異色の読み物であろう。高度成長と もに変容する「故郷（ふるさと） 」 対極 位置 「東京 みやこ） 」の生活空間が人間 意識にもたらす光と影 微妙な交差を歌謡曲の歌詞と旋律の分析によって読み解いた名著である。２「陰獣」 （ 『江戸川乱歩全集』３、光文社文庫、二〇〇五年）　
もともと横溝正史の「呪いの塔」 （一
九三二年）の立体的な仕組みに探偵小説の魅力を感じていたが、その後 横溝が評価する「陰獣」の耽美的世界魅了された。乱歩の魔性的ロマンの特質が凝縮した名作として、 「大江春泥」の名前とともに昭和探偵物語に永遠に銘記されるこ であろう。３「啄木短歌における大衆性について」 （第
11号）
◇
恩田
　
雅和（天満天神繁昌亭支配人）
１『警視庁草紙』山田風太郎（角川文庫、二〇一〇年） 、 『幻燈辻馬車』山田
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風太郎（角川文庫、二〇一〇年）　
山田風太郎は、初期作品が乱歩に認
められていたように、探偵小説、推理小説を発表していた。そこから明治開化期に焦点を当てた伝奇小説を書き始め、広く読者層 つかんだ、そのシリーズの代表的二著である。『おかしな先祖』星新一（角川文庫二〇〇八年）　
ショートショートの第一人者であ
り、ＳＦ小説を戦後切り開いた功績者である。その星新一が、落語にも影響を受けていたと、あとがきで明言している短編集。２「人間豹」 （ 『江戸川乱歩全集』９、光文社文庫、二〇〇三年）　
怪人縫いぐるみで豹にも虎にも変身
するというのは、明治末期の落語家による新作落語をヒントにしたも と思われる。乱歩はこのモチーフをよほど好んだとみられ、 後に「魔法人形」 、 「ふしぎな人」 子供向け作品にも一部書き継いだ。３「天満天神繁昌亭の成立 展開」 （創刊号）
◇
影山
　
亮（立教大学大学院生）
１『大衆文学大系』 （講談社、一九七一～八〇年）
　
全集がない、単行本で読むのが難し
い大衆小説作家の主要作品を読める。全三十巻と資料篇一巻というボリュームだが、各 に収録されている作家の著作年譜の詳細さ は目を引かれ 。作家によってはこの年譜がその後の全集でも引用され おり、非常に参考になる資料大系である。『大衆文学の歴史』尾崎秀樹（講談社、一九八九年）　
大衆文学研究の先駆者である尾崎秀
樹が大衆文学の歴史を概説してい 資料。戦前篇、戦後編の上下巻に分かているが、この作家、こ 雑誌に目を配るかと驚きを禁じ得ないほど幅広い視野で書 れている。個人的には新たなテーマ 論文を書く際にまずこの本を読んで、尾崎がそのテーマ 対して触れているかを確認すると うような使い方をしている。２「お勢登場」 （ 『江戸川乱歩全集』３、光文社文庫、二〇〇五年）『大衆 芸』 （二十一日会） 調査中に読んだ作品。かくれんぼで長持ちに隠れるが、掛け金が落ちて閉じ込められてしまう様子や、お勢のキャラクター、長持ちの蓋の裏に爪で書か た文字など短篇ながら非常に印象に残っいる。乱歩がお勢と明智との対決を構
想していると書いているが、続編もぜひ読みたかった。３「 『貼雑年譜』に見る江戸川乱歩と山手樹一郎の交流」 （第
11号）
◇
紀田
　
順一郎（元神奈川近代文学館館
長）１『ミューズのおどろき』Ｒ．デニー（石川弘義訳、紀伊國屋書店、一九六三年）　
一口に大衆文化といっても、戦後初
期に中・高等教育を受け、高度成長期の社会を担うことになった私のような世代は、メインカルチャーとの比較・対比を行いつつ、文化史、社会史的な角度から理解を深めていったものだ。本書はそのバイブルとして、ミステリやＳＦを愛する先駆的な読者からも歓迎された。日本ではこれらのジャンルが片隅の文化としか認めら ていなかった時代に、豊富な例をあげて、大衆文化なるものの概念と見取図を示した点、現在から見ても画期的な業績といえる。　
ファンタジーやホラーの系統につい
ては、同じころ出た『幻想 美学』ルイ・ヴァックス、窪田般彌訳、白水社文庫クセジュ、一九六一年）が、デニー著の欠を補う格好の存在として重宝
視された。わが国にはじめてボルヘスを紹介した一冊としても記憶される。　
これらのガイド的な著作が読まれた
ころ、大衆文化はまだ前述の既存文化とは対立依存の関係にあり、こ ダイナミックスが一般に理解されるのに若干の時間を要し たとえば新聞の書評欄にとりあげられることもなかっが、私のような初期の読者にはこの時期のミステリやＳＦ、ファンタジーには非常な興趣（ワクワク感）を覚えたものである。いわば大衆文化の黄金時代を牽引したこれらの評論を読みかえすことで、現在行き詰まりにきた大衆文化の新たな創生に役立つも があるのではなかろうか。２「押絵と旅する男」 （ 『江戸川乱歩全集』５、 光 社文庫、 二〇〇四年） 、 「屋根裏の散歩者」 （同上） 「孤島の鬼」 （ 『江戸川乱歩全集』４、光文社文庫 二〇三年） 、 「パノラマ島奇談」 （ 「パノラマ島綺譚」 『江戸川乱歩全集』２、光文社文庫、二〇〇四年）です。昭和初期のパラノイア的都市幻想を 日本人共通の心の闇にまで昇華させた才能は脱帽もので、現在乱歩が古いなどという風潮に対して 頂門の一針たりうるものでしょう。３「 「二十面相」世代 乱歩観」 （創刊
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号） 、 「日本人の蔵書志向と江戸川乱歩」（第
10号）
◇
北村
　
一男（ミステリー文学資料館）
１『成吉思汗の秘密』高木彬光（光文社文庫新装版、二〇〇五年）　
源義経は平泉を逃れ大陸に渡ってジ
ンギスカンとなった――療養中の天才探偵神津恭介がベッドデテクティブみで「義経不死伝説」に肉薄する。初出後に書き足された第十六章、成吉思汗の名前の秘密が、哀しくも美しい。『木枯し紋次郎』 上
･
下
　
笹沢左保 （光
文社文庫、二〇一二年）　
全十五巻から選り抜かれた二十編。
第一話「赦免花は散った」以降タイトルのうまさが光る。天保の大飢饉を背景として各地を巡る街道描写、 立回りに社会の制度や情勢を折り込み 謎解きミステリとしても堪能できる。２「押絵と旅する男」 （ 『江戸川乱歩全集』５、光文社文庫、二〇〇四年）　
やはりこれを外すわけにはいかない
だろう。七十年代末から連綿 書き継がれるトラベルミステリの嚆矢としての側面も見逃せず、読む者の旅情を誘わずにはおかない 京極夏彦『魍魎の匣』は本作を極大化したリスペクト。「お勢登場」 （ 『江戸川乱歩全集』３、
光文社文庫、二〇〇五年）　
閉所への畏怖を扱った作品からこれ
を。タイトルの「登場」が妙に心にひっかかるのだ。乱歩の世界は劇画でも読み応えがあり、 「押絵」ともども二〇一八年に亡くなった石川球太を偲んで。乱歩はやっぱりクセになる。３「 「不滅の江戸川乱歩展」報告」 （第
14号）
◇
小林
　
実（十文字学園女子大学人間生
活学部准教授）１『日本の食生活全集』 （農文協、一九八四～九三年）　
各巻「聞き書
　
○○の食事」という
タイトルで、おばあさんから聞き書きした大正から昭和にかけての各都道府県の食事を紹介するシリーズ。各地の風土とくらしに根ざした文化と歴史を知る好著。個人的 は、さいきん川魚料理にハマっているので、利根川流域の鮒の甘露煮に胸が躍 。二〇〇〇年にＣＤ
− ＲＯＭ版が出ているようだ
が、あいにくそちらは未見。『ゆかいなヘンリーくん』ベバリイ・クリアリー作／松岡享子訳（学習研究社、一九六八～七六年）　
一九五〇年代のアメリカの子どもた
ちを主人公とする児童文学。戦後日本
が憧れたＴＶドラマのアメリカ家庭がそのまま描かれているばかりか、ハロウィンなど、当時の日本人にはなじみのうすい文化を翻訳する苦労の痕跡もうかがえ、アメリカ文化受容の歴史を知る えでも興味深い。グッピーが大量にふえることを、このシリーズから学んだ。２「芋虫」 （ 『江戸川乱歩全集』３、光文社文庫、二〇〇五年）　
印象というならこれが断トツでショ
ッキングだった。好きと嫌いは同じコインの裏表だと心理学の常識を語るまでもなく、 「茄子の鴫焼き」 い 記号からピンと来たのは、知り合いの茄子嫌いの先生お二人が、あ ちの話も大好きだということ。でも ここまでのイマジネーションは、さすがにお持ちでないはずで、乱歩の変態は他者の追随をゆるさないこ まちがいない。３「日本におけるルバ カ着用の起源をめぐって」 （創刊号）
◇
阪本
　
博志（宮崎公立大学人文学部准
教授）１『創造の四十年――マガジンハウスのあゆみ』 （マガジンハウス、一九八五年）　
加藤秀俊は「中間文化論」 （ 『中央公
論』一九五七年三月号）のなかで、当時の大衆文化・中間文化を象徴する出版物として、 『平凡』 ・週刊誌・新書を挙げている。　
この社史とは、一九九九年夏に古書
店で出会った。 『平凡』に着眼する契機となった、私にとって思い出深い本である。 『平凡』のみならず 週刊平凡』 『平凡パンチ』 『ａｎａｎ 『ＰＯＰＥＹＥ』と、戦後の大衆文化・若者文化における重要な雑誌を創刊し続けた経緯が記録されている。『週刊誌――その新しい知識形態 週刊誌研究会編（三一書房、 一九五八年）　
敗戦後の放送文化などが育てた 「週」
感覚によって が迎え入れられたという、 「まえがきにかえて」における加藤秀俊の指摘をはじめ、 第 章 「週刊誌発達の歴史とその背景」における週刊誌の読者層について 議論は重要である。ここでは、敗戦後の「教育の大衆化」により毎年七〇万人が高校を卒業しその五人に四人が非専門的ホワイトカラーとして社会に出ており この人たちが週刊誌の主要な読者層になっていると論じられている。『マスコミの眼がと えたカッパ 本――〈創作出版〉の発生と 進展』加藤一夫編（光文社、一九六八年）
2019年 3 月30日
　
一九五四年に創刊されたカッパ・ブ
ックスについて大宅壮一ら文化人・出版関係者と神吉晴夫をはじめとする当事者の、活字メディアに発表された著作物を編んだものである。第一章「カッパ・ブックス以前」第二章「カッパ・ブックス誕生」 第三章 「カッパの本・ 、〇〇〇万部突破」第四章「カッパの本・二、 五の本・五、〇〇〇万部突破」で構成されている。たとえば第三章では、二カ月半で一〇〇万部を突破した岩田一男『英語に強くなる本』 （一九六一年）の広告戦略にまで言及されている。２『怪人二十面相』 （ポプラ社、一九六四年）　
この本が、初めて読んだ乱歩作品だ
という人は、 多いのではないだろうか。ポプラ社の『少 探偵
　
江戸川乱歩全
集』の第一巻である。小学二年生の時に読んだ。今回改めて読み返したが、先の展開がわかっていてもひきこまれる面白さに、か りはなかった 仏像に扮した小林少年が描かれた、柳瀬茂のカバー絵も印象に残っている。「影男」 （ 『江戸川乱歩全集』
18、光文
社文庫、二〇〇四年）　
光文社文庫版全集に再録されている
桃源社版全集「あとがき」には、次の
ように記されている。 「この「影男」は筋に一貫性がなく、場当りの思いつきで、ごく通俗に、私の好きな幻想を追ったもので、 昔の「パノラマ島奇談」や「大暗室」などに書いたものの二番煎じにすぎなかった。しかし それだけに、 この年［引用者注
 ：一九五五年］
の三つの長篇 うちで 、私の体臭の最も濃厚なもの はちがいないのである」 。確かに斬新さではこれら 作品に満たないが、乱歩の幻想の世界を味わうことができる娯楽小説だと思う。『推理小説作法――あなた きっ 書きたくなる』松本清張との共編（光文社、一九五九年）「アメリカなどでは古くから二、三年に一冊ぐらいの割合 、推理小説作法の本が出ている。日本にそれが今までなかったのは、ふしぎ ようなものだが、ついにこ 本が出たことは慶賀にたえない」 。 「まえ き」 冒頭、乱歩はこう述べている。　
最終章の松本清張 「推理小説の発想」
では、前年光文社から刊行されベストセラーとなった『点と線』 『眼の壁』をはじめとする作品のメモが記された創作ノートが、公開されている。当時本書を手にした読者は、 いへん 興味をもってこの活字を目で追ったので
はないだろうか。私のものの奥付は、「四月十五日初版発行
　
五月一日四版
発行」となっている。３「大衆娯楽雑誌『平凡』と評論家大宅壮一――ふたつの研究から見えてくるもの――」 （創刊準備号） 、 「占領期の大宅壮一をめぐる「点と線」 」 （第６号） 、 「中学生時代の大宅壮一――時事新報社発行の雑誌『少年』への投稿活動と学業成績――」 （第
10号） 、 「旧制
茨木中学校における一九二〇年のストライキと大宅壮一」 （第
12号） 「一九五
〇年代における雑誌『明星』の連載小説とそのメディアタイアップ展開 （付・一九五〇年代『明星』連載小説一覧） 」（第
18号）
◇
坂本
　
浩也（立教大学文学部教授）
１『ミステリ大事典
 D
ictionnaire des 
littératures policières 』クロード・メ
スプレード編 （
Joseph K
、 二〇〇三年、
フランス語、未訳）　
百科全書的な野心をもつ二巻本の事
典。現代フランス・ミステリの代名詞であるノワールだけでなく、謎解き、密室、心理サスペンス、法廷 医学スリラーといったジャンルの多様性を尊重し、圧倒的な情報量を誇る。二〇〇七年に第二版が出た。
『黄色い部屋の謎』ガストン・ルルー（創元推理文庫、原著一九〇八年）　
乱歩が海外探偵小説十傑の一位にあ
げた密室ミステリの古典。新聞連載の大衆小説らしい扇情的な文体だが、ときおり少年探偵が口にする謎めいたフレーズが記憶に残る。 「司祭館の楽しさはいささかも薄れず、あの庭のみずみずしさもまた同じ」 。２『怪奇四十面相』 （ポプラ社、一九六四年）　
小学校の図書館で借りた少年探偵団
ものから一作選ぶなら、暗号、洞窟、髑髏のイメージが忘れがた 本作（とはいえ、じつは『大金塊』と混同していた） 。 「ゆんでゆんでとすすむべ 」と何度ひとりでつぶやいたことか。「人間椅子」 （ 『江戸川乱歩全集』１、光文社文庫、二〇〇四年）「閨秀作家」へのファンレターと う形式の短篇。触覚 耽溺、視覚の排除から生まれる語りの官能性が 「騙り」に奉仕し、読者から明察 力を奪う読み返すと、二十世紀フランス文学を代表する詩人大使へ 意外な言及に驚く。３「ルパン誕生前のルブラン――スピードの魅惑」 （第５号）
◇
2019年 3 月30日
舌津
　
智之（立教大学文学部教授）
１『恋の花詞集――歌謡曲が輝いていた時』橋本治（ちくま文庫、二〇〇〇年）　
昭和歌謡の古典を一曲ずつ取り上
げ、その歴史的背景をふまえつつ歌詞を読み解く橋本の「はなし集」 。 「鈴懸の径」の項目を読んだうえで、立教池袋キャンパスにあるこの歌の石碑（彫られた歌詞は灰田勝彦 直筆）をご覧頂きたい。２「黒蜥蜴」 （ 『江戸川乱歩全集』９、光文社文庫、二〇〇三年）　
三島の戯曲版に主演した美輪明宏
は、黒衣婦人に内在するクィアなキャンプ性を可視化したが 乱歩 原作中、仁王立ちする黒人（としゃがみこむ金髪娘）が全裸で剥製にされていることは、性に連動する人種の政治学をも浮き彫りにする。３「 「月の沙漠」の系譜学――流行歌とアラビア表象―― （第２号）
◇
相馬（田丸）真理子（啓明学館高等校教諭）１『ミステリ十二か月』北村薫（中央公論新社、二〇〇四年　
北村薫が一年間新聞に連載した古今
東西のミステリ作品の紹介文をまとめ
た一冊。紹介する作品ごとにつけられた猫の挿絵にも様々な謎が込められているのが面白い。乱歩については作品だけでなく、日本大衆へのミステリの紹介者として 一 も解説されている。２「赤い部屋」 （ 『江戸川乱歩全集』１、光文社文庫、二〇〇四年）　
小説の世界は全て作り話、読み終え
た瞬間に現実に戻されるのが当たり前。でも、 「赤い部屋」は読み終える前に、読者を夢幻の世界から現実世界に引き戻す。では、 「赤い部屋」を読み終えたとき、目の前にある世界はどこなのか。読み返す度に世界がふわふわしてきて落ち着かない。３ 「 「蛇性の婬」 おける雄黄につ て」（第
12号）
◇
津島
　
千絵（前橋文学館学芸員）
１『戦後民主主義と少女漫画』飯沢耕太郎（ＰＨＰ新書、二〇〇九年）　
一九七〇年代に花開き、発展してい
った少女漫画を、戦後民 主義の消長と結びつけて語った評論。 「純粋少女性」 というキーワードに深くうなずく。中心として取り上げられている大島弓子、萩尾望都、岡崎京子の分析も鮮やか。 「巻末付録」 の 「少女漫画名作一覧」
もぜひ。２「パノラマ島奇譚」 （ 「パノラマ島奇談」 『江戸川乱歩全集』２、 光文社文庫、二〇〇四年）　
乱歩のパノラマ趣味、現実と異なる
世界を創造することへの欲望が、壮大なスケールで描かれた作品。パノラマ島の美しい描写は圧巻。萩原朔太郎がエッセイ「探偵小説に就いて」で熱望した、 「未知に対する冒険」を本質とする探偵小説に、乱歩が挑んだ作品と思える。朔太郎が絶賛 たことを、後年、乱歩が何度もエッセイに書いているのも微笑ましい。「押絵と旅する男」 （ 『江戸川乱歩全集』５、光文社文庫、二〇〇四年）　
乱歩の「レンズ狂」ぶりが遺憾なく
発揮された小説。二年ほど前、この作品に登場するのぞきからくりの「八百屋お七」を口上付きで見る機会に恵まれた。押絵を転換する大がかりな仕掛け、哀愁漂う節まわし、レンズの付いたのぞき穴から見たきらびやかな押絵の奥行きが作り出す世界に惹き込まれた。３「異なるジャンル、共通する感覚―萩原朔太郎生誕百三十年記念・前橋文学館特別企画展「パノラマ・ジオラマ・グロテスク―江戸川乱歩と萩原朔太
郎」を開催して」 （第
16号）
◇
中原
　
雅人（東京大学大学院生）
１ 『戦闘美少女の精神分析』 斎藤環 （ちくま文庫、二〇〇六年）　
同書は著者が意図したようなオタク
論としてではなく、視覚優位な現代文化一般の分析として読まれるべきである。創作手段として切り貼りを多用したヘンリー・ダーガーへの着眼は、現代人に共通する情報やイコンへのフェティシズムの起源を示唆 いよう。時代の制約もあってラカンの理論が十分に応用しきれていない部分も見受けられるが、性の在り方が大きく変容していくであろう今後の時代こそ、引き継がれるべきテーマだと思われる。２『怪人二十面相』 （ポプラ社、一九六四年）　
乱歩作品の中でもメディアミックス
されやすいもののひとつだが、私が中学生の頃には田村正和とビートたけしが主演のテレビドラマが放送された。当時パソコンのチャットに凝ってい私は、顔も知らない遠くの同級生 感想を言い合いなが （というより、きっと昔の子供もやっていた であろう、二十面相と明智小五郎 台詞を真似しながら）見て たのを強く記憶し
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ている。乱歩作品が世代はもちろん、文明も超えて生きていく証拠だった。３「江戸川乱歩『心理試験』の精神分析――典拠から技法へ、すなわちユングからラカンへ――」 （第９号）
◇
丹羽
　
みさと（立教大学江戸川乱歩記
念大衆文化研究センター助教）１「
無む
益だ
委い
記き
」恋川春町（ 『江戸の戯
作絵本』一、教養文庫、一九九五年）　
江戸人の考える未来の様子を記すと
見せかけて、当時の流行や遊廓文化の常識を逆さまに描いただけの「むだ」な江戸の絵入り本。 文では江戸の事情を知ることができる ま 挿絵 細部にこれでもか 描き込まれている情報を解読していくと、自然と当時の衆文化 堪能でき 。『江戸の刑罰』石井良助（中公新書、一九九八年）　
大衆の目に晒すことで犯罪を予防し
ようという観点が、江戸時代の処罰の主要目的にあった。火刑、磔、鋸引きなど処刑方法が詳しく記されており、牢屋内の仕組みや石川島人足寄場の更正施設についても図入りで解説いる。 犯罪と刑罰を知る上 必読の書。『八百八町捕物控』縄田一男編（新潮文庫、一九九四年）
　
乱歩が探偵小説執筆の指標の一つに
していた岡本綺堂「半七捕物帳」をはじめ、野村胡堂「銭形平次捕物控」や池波正太郎「鬼平犯科帳」など、ＴＶでもよく知られた捕物作品もあれば横溝正史や松本清張、坂口安吾など、捕物とは結びつきにくい小説家が書いた作品も載っているアンソロジー。時代小説のバラエティ豊かな世界を味わえる一冊。２「押絵と旅する男」 （ 『江戸川乱歩全集』５、光文社文庫、二〇〇四年）　
研究対象である八百屋お七が登場す
る作品ということもあるが、縦横、大小、高低、新旧、明暗など対照的な事象をうまく構成要素に盛り込んでおり、新しい解釈の余地を含んでい この作品が一番印象深い。 つか電車で魚津に蜃気楼 見に行き 「聖地巡礼」をしてみたい。３「雲を凌ぐ――「押絵と旅する男」と浅草十二階――」 （創刊準備号） 、 「江戸川乱歩・野村胡堂往復書簡
 ――
 黒
岩涙香本をめぐって― 」 （第
10号） 、
「江戸川乱歩自筆稿本『家蔵同性愛関係書』目録（１）日本之部」 （第
17号） 、
「江戸川乱歩自筆稿本『家蔵同性愛関係』目録（２）和本目録、洋書目録、西洋に関するもの、 東洋に関するもの
（第
18号）
◇
浜田
　
雄介（成蹊大学文学部教授）
１『都新聞史』土方正巳（日本図書センター、一九九一年）　
黒岩涙香が去って探偵実話が生ま
れ、中里介山が去って新講談が生まれる。 『都新聞』はあなどれませんね。もと文化部長という筆者の立ち位置にもよるのか、正規の社史とも外部の研究書とも異なる味が出ています。２『宇宙怪人』 （ポプラ文庫、二〇〇九年）　
小学生の私は、この本の二十面相の
反戦演説に裏切られた気に り、もうもう江戸川乱歩なんか読むまいと決意したのでした。大人になる 、二十面相の気持ちもわかる気がして、少年ものも楽しめるようになりましたが。３「嬰殺旗本探偵実話
　
断ち切られた
ものたちの闇」 （第４号）
◇
松本
　
和也（神奈川大学外国語学部教
授）１『近代日本の美術と文学
　
明治大正
昭和の挿絵』匠秀夫（木耳社、一九七九年）　
挿絵（画家）の研究に少し関わった
こともあって、そのような問題領域を
考えるに際しては、格好の入門書にして、もっとも体系化された専門書でもあると思います。文学に関わる、広義の美術については、あまり研究蓄積もない現状において、 やはり類を見ないユニークで便利な書物に違いありません。２「Ｄ坂の殺人事件」 （ 『江戸川乱歩傑作選』新潮社、二〇〇九年）　
乱歩にしてもミステリーにしても、
ふだんはほとんど読まないの 、 「こういうものがある」ということを聞いてから読ん ですが（ずいぶん前に） 、聞き囓っていたイメージよりも、シンプルで骨太という印象を持ちました。トリックというのか、謎解きとうのか、も同じような印象を持ち、端正な短編だと驚きもしました。３「歌舞伎としての乱歩――小説『人間豹』から歌舞伎『江戸宵闇妖鉤爪』へ――』 （創刊号） 「 『高見順全集』未収録小説・ 眞砂子」の紹介・解題」 （第
17号）
◇
安
　
智史（愛知大学短大部教授）
１『乱歩と東京―１９２０都市の貌』松山巌（
P
A
R
C
O
出版局、一九八四年）
　
一九八四年春、立教大学文学部日本
文学科に入学し下宿暮らしを始めた私
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は、 今は無き池袋西口の芳林堂書店で、当時新刊の本書と出会った。東京散策の案内書として、また、一九二〇年代都市文学論のスタンダードとして、いまでもかけがえ ない だ 思う。『都市空間 なかの文学』前田愛（ちくま学芸文庫、一九九二年）　
原著一九八二年刊。前田先生の授業
は八五年から履修し始めた。純 ／大衆文学の区別をとっぱらい、さまざまな都市空間テクストを縦横無尽に闊歩する先生の授業にシビれる日々だった。いまでもこ 本 隅々にまで、先生の肉声がこもっている様に思う。２「闇に蠢く」 （ 『江戸川乱歩全集』２講談社、一九七九年）　
初読の際の印象の強さということで
…未見の漢字 春×
虫虫」の妖しさに惹
かれ読み始め、エログロからカニバリズムにいたる支離滅裂（？）な筋立てに、何じゃこりゃあ…いや、これでもいいのか
?!と。中二ならぬ中三だった
当時の、驚愕は忘 がたい。３「三島由紀夫
vs. 増村保造――映画
「からっ風野郎」とその後の三島の身体イメージをめぐって」 （第７号）
◇
米山
　
大樹（立教大学大学院生）
１『幼さという戦略――「かわいい」
と成熟の物語作法』阿部公彦（朝日新聞出版、二〇一五年）「幼さ」が氾濫し、 「かわいい」という価値観が広がった社会における、雄弁な大人の声とは異なる語りのあり方や「成熟」 ・ 「老い」 居場所につ て、太宰治や村上春樹、萩原朔太郎、古井由吉らの文芸を通して考察してい 。
 
『おばちゃんたちのいるところ――W
here T
he W
ild Ladies A
re 』松田青
子（中央公論新社、二〇一六年）『娘道成寺』や『牡丹灯籠』 、 『猫の忠信』といった怪談にモチーフをとった連作短編集。八百屋お七の墓 ある寺での御朱印帳書きのアルバイト（ 「燃えているのは心」 ）など、伝承と現代の大衆文化が交錯する場所を様々 描いている。２「盗難」 （ 『江戸川乱歩全集』１、光文社文庫、二〇〇四年）「あなたの探偵小説の材料にならないもんでもありませんよ」と体験談を持ち込む男のモノローグ体 「結末が甚ぼんやり」していることを開き直り、様々な可能性を保留した上で、 「若し探偵小説に さる だったら この内のどれかに決めて終えばいい訳ですよ」と、 印象的な無責任さ 言 放つ。３「 〈老い〉の中の獅子文六
/
岩田豊
雄――『可否道』 「出る幕」――」 （第
10号）
 ◇
渡辺
　
憲司（立教大学名誉教授・自由
学園最高学部長）１
　
同世代又御縁も少なからずあり、
村田喜代子さんの作品を集めて読んでいます。屋根屋 と一緒に世界を飛ぶ廻る
『屋根屋』 （講談社、 二〇一四年）
に見る想像力、少女から遊女への転身を描く『ゆうじょこう』 （新潮文庫、二〇一六年） 、
自らの生い立ちとかさ
ねてを描く『八幡炎炎記』 （平凡社、二〇一五年）など、作品素材の幅の広さは、大衆文化 語ってい かと思います。２「孤島の鬼」 （ 『江戸川乱歩全集 ４、光文社文庫、二〇 三年）　
ホモセクシャルの視点から乱歩作品
を読んでみたいと思っています。そのきっかけになっ 作品です。３「江戸サブカル紀行――八百屋お七と岡山――」 （創刊準備号） 「旧小中野遊郭の新むつ旅館（新陸奥楼 」 （第
12号）
